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この意味での文化は,こ まかい違いを無視すれば,他 の用語,た とえば価値観











析的には好便だ。っまり,社会的世界を 〈行動 一規則 一文化〉 という3次元構
造でとらえ,文化に重大な機能を想定する見方を採れるのである。「文化決定





こうした分析枠組みは,私 が権力論を齧って くる過程で非常に面白 く感 じ,
また理論的に有効だと思 った幾人かの議論に依存 している。主なものは,S.
ルークスの 「3次元権力論」,S.ク レッグの 「構造主義的権力論」,A.ギデ




点はあるが,お およそのものは出来たと思 っている。そうであれば,こ の枠組
みを使って,今 や具体的な問題の分析に取 り組むべきであろう。








る弱者配慮型政策,自 然加工論 に対する自然共生論 行政権力集中論に対する
分権論など,争点がうずまいている。そこには文化的コンフリクトがあり,文
化的権力関係がある。 しかし,さ らには,そ うしたコンフリクトが少なくとも
顕在的には観察 されない所に,あ る種のヘゲモニーが作動 しているかもしれな
い。 こうした問題を分析 したいと思 っている。
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